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品名 使い方 

懐中電灯 できればひとり 1個がベスト。 

携帯ラジオ 
手回し式で、電池不要のものもある。 

使いやすいものを選ぶ。 

予備乾電池 上記の懐中電灯、ラジオ用。 

飲料水 500mlのペットボトル 2、3本程度。 

非常食 アレルギーなど、家族に合わせたものを用意。 

タオル 
汚れのふき取り、ケガの手当てなど用途は広い。 

多めに用意を。 

現金・貴重品 公衆電話用に小銭を多めに。 

救急セット あわせて常備薬、処方箋のコピーもあると良い。 

衣類・下着類 動きやすいもの。 

ローソク・マッチ 長時間の使用に適しているもの。 

ロープ 
救助用。避難はしごの代用となる。人の体重を支え

られるもの。7ｍ程度。 

避難先について 

一時集合場所 

第一次避難所 

第二次避難所 

地域の児童遊園、神社の境内など身近にある広場を一時的に避難する

場所として指定しています。一時集合場所から避難場所に避難する場

合は、防災区民組織等の誘導により、集団で避難します。 

目印として看板が立っています。写真のビュー坊の他にも、「やじろべえ」

と「ひよこ」があります。 

自宅が倒壊・焼失等で生活が出来ない場合、指定の第一次避難所へ移動して生活します。第一

次避難所は、区立の小中学校、都立高校などが指定されており、災害発生時には、避難所近隣

の町会・自治会を中心とした避難所運営本部により開設されます。 

東和地域学習センターは、こちらに該当します。 

第一次避難所での生活が難しい要配慮者の方々のために、福祉施設、地域学習センターなどが

第二次避難所（福祉避難所）として指定されています。第二次避難所（福祉避難所）は区が開設

し、必要に応じて介護サービスなどを確保します。 

防災の日にむけて 9月 1日は防災の日。また、防災用品点検の日でもあります。 

いつ起こるかわからないものが災害です。いざという時のために、ひとりひとりが備えましょう。 

しっかり準備した持ち出し品、点検を忘れていませんか？必要な時に壊れていたり、使えない

なんてことがないように、足りないものや古いものが無いかチェックしましょう。 

非常時の持ち出し品 

自分が避難する場所がどこにあるのか、どのような経路を通るのか。 

事前に確認しておきましょう。 

「足立区公式HP」防災安全特集ページ 

さらに詳しい情報はこちらから！ 
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 東和センター 

交 通 案 内 

【バス】 

（東武バス）綾瀬駅⇔東和住区センター 

「東和住区センター」下車 徒歩 0 分 

（足立コミュニティバスはるかぜ）綾瀬駅⇔亀有駅 

「東和三丁目」下車 徒歩 3 分 

【徒歩】 

JR 常磐線「亀有駅」より徒歩 17 分 

各学習センターで、14 センターすべてのミニコミ紙がご覧になれます。 

各ＳＮＳリンク 


